
講師紹介 

青木先生 

得意教科 

〈中学〉 英・数・国 

〈高校〉 英語・現国・古文・政経 

 

部活動 

バスケ部（中） 

バレー部（高） 

山之口先生 

得意教科 

〈中学〉 英・数・国・社 

〈高校〉 英語・古典・漢文 

世界史・政経 

部活動 

剣道部（中・高） 
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A T O M 古 淵 だより 
令和 6 年 6 月 

進学個別 ATOM 古淵教室 

TEL 042(786)0530 

FAX 042(786)0531 

☆ 中学生は、期末テストが終わったら、問題用紙・答案用紙をなるべく早めに教室まで持ってきてください。また、学校によっては各

教科の得点と平均点の記載された用紙も配られるはずです。そちらも答案用紙同様、教室まで持ってきてください。 

☆ 今月の木ノ内教室長の高校入試過去問演習（無料）は、修学旅行や期末試験対策授業等があるためお休みです。 

☆ ただいま弟妹キャンペーン実施中！この機会にお兄ちゃん・お姉ちゃんの受けている授業を実際に体験してみませんか？ 

 

期末テストの準備はばっちりですか～？？スポーツやお料理・ゲームと

かって、何度も繰り返していくうちに上手くなっていきますよね？ 

成績アップの秘訣もここに隠されていますよ！！ 

一緒に目標達成をめざしていきましょう！ 

 

こんにちは。講師の青木です。 

ところでみなさん、終わった試験の答案を見直していますか。返ってきた

答案用紙は自分の苦手が可視化された問題集、つまり宝の山です。テス

トの結果に一喜一憂せず、次に向けて苦手を潰していきましょう。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

共立女子第二 M さん 

90 点以上 

中２ 代数 

共立女子第二 M さん 

80 点以上 

中２ 社会 

大野南中 A さん 

35 点 UP 

中１ 理科 

鵜野森中 Y くん 

26 点 UP 

中１ 社会 

大野台中 O さん 

27 点 UP 

中２ 英語 

共和中 S くん 

27 点 UP 

中１ 理科 

共立女子第二 M さん 

80 点以上 

中２ 幾何 

共立女子第二 M さん 

80 点以上 

中２ 理科 

大野南中 A さん 

15 点 UP 

中１ 社会 

鵜野森中 Y くん 

17 点 UP 

中１ 理科 

大野台中 Y くん 

20 点 UP 

中１ 数学 

大野台中 I さん 

14 点 UP 

中２ 国語 

共立女子第二 M さん 

90 点以上 

中２ 英語 

鵜野森中 Y くん 

80 点以上 

中１ 数学 

大野台中 I くん 

80点以上 

中２ 国語 

鵜野森中 Y さん 

17 点 UP 

中２ 社会 

大野台中 Y くん 

13 点 UP 

中１ 国語 

鵜野森中 Z さん 

27 点 UP 

中１ 理科 

共立女子第二 M さん 

80 点以上 

中２ 国語 

鵜野森中 Y くん 

80 点以上 

中１ 社会 

由野台中 S くん 

80点以上 

中２ 英語 

鵜野森中 O くん 

16 点 UP 

中２ 数学 

大野台中 Y くん 

11 点 UP 

中１ 社会 

鵜野森中 Z さん 

17 点 UP 

中１ 数学 

令和 6 年 3 学期期末テスト結果第 4弾！ 

成績優秀者特集です！！ 

今後大学入試はどう変わっていくのか？ 

大学入試センター試験にかわり、実施されるようになった大学入学共通テスト。 

英語の民間試験と記述式問題の導入は見送られたとはいえ、しばらく目が離せません。 

そもそも共通テストは、センター試験と比べて何がどんなふうに変わったのでしょうか？ 

過去 2回のプレテストと、3回の共通テストの傾向から見てみると、大きな変化は二点。 

一点目は、試験時間内に読み解く文章と、図・グラフなどの資料の数が増えました。という

ことは、「たくさんの情報を短時間で読み取り、その中から必要な情報を取捨選択し、考えをま

とめる力」が必要になってくるということです。 

二点目は、日常生活の具体的な場面と教科の知識を結び付けたり、教科の垣根を飛び越えた

問題（英語の問題なのに理科の知識が必要だったり、社会の問題で計算したり）といった思考

力を問われる問題が出題されました。これは、普段からさまざまな事柄に興味を持ち、知識の

幅を広げていく必要があるということです。 

共通テストは、「過去問を何度も解いて練習し、そのパターンに当てはめて解く」といったこ

れまでの学習法だけでは対応できない側面が見えてきました。従来通りの基礎学力を伸ばす学

習はもちろんのこと、新聞や雑誌・本など、普段からさまざまな文章に触れる機会を意識して

増やしましょう。 


